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近
代
日
本
研
究
第
二
十
九
巻

(

二
〇
一
二
年)

特
集

大
正
期
再
考

解
題

特
集

大
正
期
再
考

二
〇
一
二
年
は
、
元
号
が
明
治
か
ら
大
正
か
ら
改
元
さ
れ
た
一
九
一
二
年
か
ら
百
年
と
い
う
画
期
的
年
に
あ
た
っ
て
い
た
。
し

か
し
、
そ
れ
を
認
識
し
て
い
た
国
民
は
少
な
く
、
国
家
・
学
術
レ
ベ
ル
で
も
、
明
治
百
年
の
と
き
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
、

扱
い
は
小
さ
か
っ
た
。
一
九
六
八
年
に
は
、
天
皇
皇
后
を
招
い
た
日
本
政
府
主
催
の
式
典
が
開
か
れ
、
各
種
記
念
行
事
が
大
々
的

に
行
わ
れ
、
膨
大
な
研
究
資
料
で
あ
る

『

明
治
百
年
史
叢
書』

が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
大
正
百
年
に
際
し
て
は
、
学

術
研
究
の
世
界
で
は
一
定
の
再
検
証
の
動
き
が
見
ら
れ
た
も
の
の
、
そ
の
規
模
は
明
治
百
年
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
。

た
し
か
に
、
大
正
と
い
う
時
代
は
つ
か
み
に
く
い
。
第
一
次
世
界
大
戦
と
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
、
関
東
大
震
災
、
共
産
党
結
成
と

治
安
維
持
法
制
定
な
ど
、
特
徴
的
な
出
来
事
は
い
く
つ
も
あ
る
が
、
国
家
建
設
と
い
う
壮
大
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
た
明
治

と
い
う
時
代
に
比
す
る
と
、
枠
組
み
を
規
定
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
か
つ
て
こ
の
時
代
の
政
治
を
彩
っ
た｢

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー｣

と
い
う
用
語
の
使
用
の
是
非
自
体
が
今
日
問
わ
れ
て
い
る
し
、
政
党
政
治
も
社
会
主
義
自
体
も
明
治
以
来
の
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
つ
か
み
に
く
い
時
代
を
、
つ
か
み
に
く
い
か
ら
こ
そ
、
捉
え
直
し
、
再
考
す
る
試
み
を
し
て
み
た
い
。
本
誌
で
は
大
正
百

1



年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
に
あ
た
り
、
こ
う
し
た
趣
旨
か
ら
本
特
集
を
組
ん
だ
。
論
考
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
い
ず
れ
も
、

大
正
期
の
歴
史
研
究
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
若
手
に
い
た
る
ま
で
の
気
鋭
の
研
究
者
た
ち
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
成
果

に
よ
り
、
と
も
す
れ
ば
看
過
さ
れ
が
ち
な

｢

大
正｣

と
い
う
時
代
の
意
義
を
学
術
的
に
再
考
し
、
さ
ら
に
、
こ
れ
を
再
構
成
す
る

契
機
を
学
界
に
提
起
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

最
後
に
、
本
特
集
の
推
進
に
あ
た
り
、
貴
重
な
論
考
を
寄
せ
て
頂
い
た
各
研
究
者
に
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

『

近
代
日
本
研
究』

編
集
委
員
会
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